
用語解説
・収益的収支　水道料金による収入と水を作ったり、家庭に
送るための維持管理経費等を中心とした営業活動の収支
・水道料金　使用者の皆さんに支払っていただいた水道料金
・受託工事収益　給水装置の新設または修繕などの工事受
託による収益
・人件費　水道事業所で働く職員の給料など
・受水費　兵庫県から水道水を買った費用
播磨町は約９割を井戸水でまかなっていますが、井戸の
延命を図り、また災害などの緊急時に備えるため、一部
を兵庫県から購入しています
・減価償却費　施設の資産価値の減少分
将来、老朽化した施設を更新するための財源となります
・支払利息　施設建設の際に借りたお金（企業債）の利息
・受託工事費　給水装置の新設または修繕などの受託工事
に要する費用
・その他　水を作るために必要な薬品や動力費、集金や検
針、水道管の修理や古くなったメーターの交換などにか
かった費用
・資本的収支　古くなった水道施設の改良や新しい施設を
つくるために必要な資金の収支
・負担金　建設または改良工事のための工事負担金や新た
に水道水を使う時に支払っていただいた加入分担金や給
水装置負担金など
・内部留保資金による補てん　減価償却費等資産を再構築
するために積み立ててきた資金
・建設改良費　古くなった水道管を付け替えたり、新しく
水道管を延ばしたりするのに要した経費
・企業債償還金　施設建設の際に借りたお金（企業債）の
元金返済分

収益的収支収益的収支収益的収支収益的収支
（税抜き）

水道料金による収入と、水を作ったり家庭に送ったりするための
維持管理経費などを中心とした営業活動の収支

その他
1億7,020万9千円

人件費
5,830万5千円

受水費
7,085万5千円

内部留保資金
による補てん
8,997万2千円

負担金
7,236万3千円

企業債償還金
8,685万7千円

建設改良費
7,547万8千円

減価償却費
2億396万7千円

その他
2,521万5千円

受託工事収益
1,138万円

水道料金
5億1,027万8千円

受託工事費
1,008万4千円

支払利息
3,999万2千円

【支出】 【収入】 【支出】 【収入】

水道水1㎥当たりの給水原価の内訳

給水原価と供給単価

その他
37.61円

減価償却費
56.10円

受水費  19.49円
動力費  8.95円

支払利息  11.00 円
人件費  16.04円

資本的収支資本的収支資本的収支資本的収支
（税込み）

古くなった水道施設の改良や
新しい施設を作るために必要な資金の収支

赤字
653万9千円

公営企業水公営企業水公営企業水 道事業の平成22年度決算のご報告道事業の平成22年度決算のご報告道事業の平成22年度決算のご報告

　

主
な
収
入
は
、
収
入
の
柱
で
あ

る
水
道
料
金
収
入
が
５
億
１
０
２

７
万
８
千
円
で
、
前
年
度
比
３
１

２
万
９
千
円
の
減
額
、
受
託
事
業

の
減
少
に
よ
り
受
託
工
事
収
益
が

１
１
３
８
万
円
で
、
前
年
度
比
５

３
６
万
３
千
円
の
減
額
、
総
事
業

収
入
は
５
億
４
６
８
７
万
３
千
円

と
な
り
、
前
年
度
比
５
４
５
万
５

千
円
の
減
額
と
な
り
ま
し
た
。

　

主
な
支
出
は
、
借
入
金
の
利
息

が
３
９
９
９
万
２
千
円
で
、
前
年

度
比
１
９
０
万
５
千
円
の
減
額
、

受
託
工
事
費
が
１
０
０
８
万
４
千

円
で
、
前
年
度
比
４
８
２
万
５
千

円
の
減
額
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
他
経
常
経
費
に
つ
い
て
は

例
年
に
引
き
続
き
削
減
を
行
っ
た

効
果
も
あ
り
、
支
出
総
額
が
５
億

５
３
４
１
万
2
千
円
で
、
前
年
度

比
２
０
５
８
万
７
千
円
の
減
額
と

な
り
ま
し
た
。

　

結
果
、
平
成
22
年
度
で
は
６
５

３
万
９
千
円
の
純
損
失
（
赤
字
）

を
計
上
し
ま
し
た
。

　給水原価とは、水１㎥を作るのに必要な費用のこと
で、平成22年度決算では149.19円になりました。
　供給単価とは、皆さんからいただいている水道料金の
１㎥当たりの平均金額のことで、同決算では140.37円
となり、給水原価が供給単価を約９円上回りました。つ
まり現状では、水１㎥給水するごとに９円の赤字になっ
ています。

水
道
事
業
は
独
立
採
算
制 

─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─

　

水
道
事
業
は
、「
地
方
公
営
企
業
」
と
し
て
法
律
に
よ
り
税
金
を
使
わ
ず
に
、
使
用
者

の
皆
さ
ん
か
ら
い
た
だ
く
水
道
料
金
に
よ
り
運
営
す
る
よ
う
に
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
を
「
独
立
採
算
制
」
と
い
い
、
税
金
や
国
な
ど
の
補
助
金
な
ど
で
運
営
さ
れ
る
町

の
会
計
と
は
全
く
違
っ
た
運
営
形
態
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
会
計
方
式
は
企
業
会
計
方
式
を
と
っ
て
お
り
、「
収
益
的
収
支
」
と
「
資
本
的

収
支
」
の
２
本
立
て
で
会
計
処
理
し
、
民
間
企
業
の
よ
う
に
財
務
諸
表
と
呼
ば
れ
る
「
損

益
計
算
書
」
や
「
貸
借
対
照
表
」
を
作
成
し
て
い
ま
す
。

▼
問
合
せ　

水
道
グ
ル
ー
プ
管
理
チ
ー
ム　

☎
０
７
９
（
４
３
５
）
２
３
７
９

収
益
的
収
支

　

収
入
は
、
民
間
開
発
工
事
に
伴

う
工
事
負
担
金
、
水
道
を
新
規
に

開
設
す
る
際
に
必
要
と
な
る
加
入

分
担
金
や
給
水
装
置
負
担
金
な
ど

合
計
で
７
２
３
６
万
３
千
円
と
な

り
、
前
年
度
比
３
１
２
８
万
７
千

円
の
増
額
と
な
り
ま
し
た
。

　

支
出
に
つ
い
て
は
、
老
朽
管
の

布
設
替
・
改
良
、
第
3
浄
水
場
施

設
の
改
修
な
ど
を
行
い
、
建
設
改

良
費
は
７
５
４
７
万
８
千
円
と
な

り
、
前
年
度
比
８
１
９
１
万
５
千

円
の
減
額
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
企
業
債
の
元
金
償
還
分

と
し
て
、
８
６
８
５
万
７
千
円
支

出
し
て
お
り
ま
す
。

　

な
お
、
資
本
的
収
入
額
が
資
本

的
支
出
額
に
不
足
す
る
額
８
９
９

７
万
２
千
円
は
、
内
部
留
保
資
金

で
補
て
ん
し
ま
し
た
。

　

水
道
事
業
で
は
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と
、
業
務
に
お
け
る
コ
ス
ト

削
減
を
徹
底
し
赤
字
の
解
消
を
目
指
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
収
益
の

根
幹
で
あ
る
給
水
収
益
は
、
節
水
型
社
会
へ
の
移
行
が
定
着
し
つ
つ
あ
る

た
め
、
今
後
増
加
す
る
こ
と
が
見
込
め
ま
せ
ん
。
限
ら
れ
た
収
益
の
な
か
、

業
務
コ
ス
ト
の
削
減
・
見
直
し
、
計
画
的
な
水
道
施
設
修
繕
・
更
新
を
行

う
こ
と
で
、
費
用
を
削
減
し
、
安
易
な
水
道
料
金
の
値
上
げ
を
す
る
こ
と

の
な
い
よ
う
努
力
し
ま
す
。

　

主
な
事
業
予
定
は
次
の
と
お
り
で
す
。

①
鉛
管
対
策
事
業

　

町
内
全
域
で
約
２
６
５
０
戸
残
る
鉛
管
を
平
成
18
年
度
よ
り
お
お
む
ね

10
ヵ
年
で
順
次
取
り
替
え
を
行
っ
て
い
ま
す
。
平
成
22
年
度
事
業
で
は
２

２
５
戸
の
取
り
替
え
を
行
い
ま
し
た
。

②
第
３
浄
水
場
施
設
の
更
新

　

水
道
水
の
安
定
供
給
を
目
指
し
て
、
老
朽
化
し
た
浄
水
場
施
設
の
更
新
、

充
実
を
図
っ
て
い
ま
す
。
平
成
22
年
度
に
お
い
て
は
、
第
２
配
水
池
の
受

電
盤
及
び
変
圧
機
器
の
更
新
を
行
い
ま
し
た
。

《
今
後
の
事
業
展
望
》

資
本
的
収
支
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